
(57)【要約】

【課題】長時間にわたって強力な吸い込み力を持続させ

、フィルタユニットのメンテナンスを軽減できる電気掃

除機を提供すること。

【解決手段】最上流側に設置した多孔質なＰＴＦＥ膜２

１ｃと、前記ＰＴＦＥ膜の下流側に不織布２１ｄを貼り

付けプリーツ状に折って構成され、プリーツの開き角度

が１５度から３０度の掃除機用フィルタユニット２０と

することにより、フィルタユニット２０に衝撃力をあた

えることによりフィルタ濾材２１に表面の塵埃を簡単に

除去でき、長時間にわたって強力な吸い込み力を持続さ

せフィルタユニットのメンテナンスを軽減した電気掃除

機を提供できる。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
最 上 流 側 に 設 置 し た 多 孔 質 な Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ 膜 と 、 前 記 Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ 膜 の 下 流 側 に 不 織 布 を 貼 り 付 け
プ リ ー ツ 状 に 折 っ て 構 成 さ れ 、 プ リ ー ツ の 開 き 角 度 が １ ５ 度 か ら ３ ０ 度 の フ ィ ル タ ユ ニ ッ
ト 。
【 請 求 項 ２ 】
外 枠 の 面 積 を 、 １ ０ ０ ～ １ ６ ０ ｃ ｍ ２ の 範 囲 と し た 請 求 項 １ 記 載 の フ ィ ル タ ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の フ ィ ル タ ユ ニ ッ ト を 、 電 動 送 風 機 に よ っ て 吸 引 し た 塵 埃 を 捕 集 す る
フ ィ ル タ ユ ニ ッ ト と し て 用 い た 電 気 掃 除 機 。
【 請 求 項 ４ 】
フ ィ ル タ ユ ニ ッ ト は そ の 上 部 が 下 部 よ り 吸 気 上 流 側 に 位 置 す る よ う 傾 斜 さ せ て 設 け た 請 求
項 ３ 記 載 の 電 気 掃 除 機 。
【 請 求 項 ５ 】
フ ィ ル タ 濾 材 に 付 着 し た 塵 埃 を 除 塵 す る 除 塵 手 段 を 備 え た 請 求 項 ３ 又 は ４ 記 載 の 電 気 掃 除
機 。
【 請 求 項 ６ 】
除 塵 手 段 は フ ィ ル タ ユ ニ ッ ト の 下 流 側 を 叩 い て 除 塵 す る 構 成 と し た 請 求 項 ５ 記 載 の 電 気 掃
除 機 。
【 請 求 項 ７ 】
除 塵 手 段 は フ ィ ル タ ユ ニ ッ ト を 空 気 の 主 流 方 向 に 振 動 さ せ る 構 成 と し た 請 求 項 ５ 記 載 の 電
気 掃 除 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 電 動 送 風 機 を 内 包 し た 吸 引 型 の 家 庭 用 の 電 気 掃 除 機 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 こ の 種 の 電 気 掃 除 機 は 、 プ リ ー ツ 状 の フ ィ ル タ を 搭 載 し た も の が あ る （ 例 え ば 、
特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 コ ー ド リ ー ル と 連 動 し た 除 塵 装 置 を 搭 載 し た も の も あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 参
照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 多 孔 質 Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ 膜 を 使 用 し た フ ィ ル タ も あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ３ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ５ ６ ７ １ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 許 第 ３ ４ ９ ０ ０ ８ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ７ ０ ４ ６ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ に 示 す 従 来 の 構 成 で は プ リ ー ツ 状 の フ ィ ル タ を 構 成 す る フ ィ
ル タ 濾 材 に 微 細 な 塵 埃 が 内 部 に 入 り 込 み 次 第 に 圧 損 が 大 き く な る 問 題 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 特 許 文 献 ２ に 示 す 除 塵 手 段 を 用 い て も フ ィ ル タ 内 部 に 入 っ た 塵 埃 を 十 分 に 落 と す こ と が
で き ず 、 定 期 的 に 水 洗 い 等 を し て フ ィ ル タ 内 に 蓄 積 さ れ た 塵 埃 を 除 去 す る 必 要 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 特 許 文 献 ３ に は 多 孔 質 Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ 膜 を 使 用 し た フ ィ ル タ の 例 が 記 載 さ れ て お り 、 掃 除 機 用
の フ ィ ル タ と し て 使 用 で き る 旨 が 記 載 さ れ て い る 。 多 孔 質 Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ 膜 を 利 用 し た フ ィ ル タ
は 塵 離 れ に は 優 れ て い る が 、 掃 除 機 の 吸 引 さ れ た 塵 埃 を 捕 捉 す る フ ィ ル タ と し て 使 用 す る
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場 合 、 す な わ ち 集 塵 室 内 に 使 用 し た 場 合 は 捕 捉 す べ き 微 細 塵 埃 の 量 が エ ア ー ク リ ー ナ な ど
に 比 べ 多 く 、 立 体 的 に 塵 埃 を 捕 捉 で き る 従 来 の 繊 維 質 な フ ィ ル タ に 比 べ 、 多 孔 質 な Ｐ Ｔ Ｆ
Ｅ 膜 フ ィ ル タ で は 表 面 で 塵 埃 を 補 足 す る た め 捕 捉 し た 塵 埃 量 に 対 し 急 激 に 圧 損 が 増 加 す る
。 表 面 積 を 増 や す た め プ リ ー ツ を 多 く す る と プ リ ー ツ 間 に 塵 埃 が 詰 ま り 、 塵 離 れ の 良 さ が
活 か せ な く な る 課 題 を 有 し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 従 来 の 課 題 を 解 決 す る た め に 本 発 明 は 、 最 上 流 側 に 設 置 し た 多 孔 質 な Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ 膜 と
、 前 記 Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ 膜 の 下 流 側 に 不 織 布 を 貼 り 付 け プ リ ー ツ 状 に 折 っ た フ ィ ル タ ユ ニ ッ ト の 構
成 と し 、 プ リ ー ツ の 開 き 角 度 が １ ５ 度 か ら ３ ０ 度 に 設 定 す る こ と に よ り 、 捕 捉 さ れ た 塵 埃
に 対 し て 圧 損 の 増 加 か 減 ら し 、 し か も 除 塵 性 能 を 良 く す る こ と が で き 、 長 時 間 に わ た っ て
吸 込 力 を 維 持 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 長 時 間 に わ た っ て 強 力 な 吸 い 込 み 力 を 持 続 さ せ 、 塵 埃 捕 捉 手 段 で あ る
フ ィ ル タ ユ ニ ッ ト の メ ン テ ナ ン ス を 軽 減 で き る 電 気 掃 除 機 を 提 供 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 第 一 の 発 明 は 、 最 上 流 側 に 設 置 し た 多 孔 質 な Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ 膜 と 、 前 記 Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ 膜 の 下 流 側 に
不 織 布 を 貼 り 付 け プ リ ー ツ 状 に 折 っ て 構 成 さ れ 、 プ リ ー ツ の 開 き 角 度 が １ ５ 度 か ら ３ ０ 度
の 掃 除 機 用 フ ィ ル タ ユ ニ ッ ト と す る こ と に よ り 、 除 塵 性 能 に 優 れ 、 吸 い 込 み 力 を 持 続 さ せ
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 第 二 の 発 明 は 、 特 に 第 １ の 発 明 の フ ィ ル タ ユ ニ ッ ト の 外 枠 の 面 積 が １ ０ ０ ～ １ ６ ０ ｃ ｍ
２ の フ ィ ル タ ユ ニ ッ ト と す る こ と に よ り 、 除 塵 性 能 に 優 れ 、 吸 い 込 み 力 を 持 続 さ せ る こ と
が で き 、 し か も 吸 い 込 み 仕 事 率 の 大 き な 電 気 掃 除 機 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 第 三 の 発 明 は 、 特 に 第 １ 及 び ２ の 発 明 フ ィ ル タ ユ ニ ッ ト を 電 動 送 風 機 に よ っ て 吸 引 し た
塵 埃 を 捕 集 用 と し て 用 い た 電 気 掃 除 機 と す る こ と に よ り 除 塵 性 能 に 優 れ 、 吸 い 込 み 力 を 持
続 さ せ る こ と が で き 、 し か も 吸 い 込 み 仕 事 率 の 大 き な 電 気 掃 除 機 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 四 の 発 明 は 、 特 に 第 ３ の 発 明 の フ ィ ル タ ユ ニ ッ ト を そ の 上 部 が 下 部 よ り 吸 気 上 流 側 に
位 置 す る よ う 前 傾 さ せ て 設 け た 電 気 掃 除 機 と す る こ と に よ り 、 除 塵 性 能 に す ぐ れ し か も 塵
埃 の フ ィ ル タ ユ ニ ッ ト へ の 再 付 着 を し に く い 構 成 が 実 現 で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 第 五 の 発 明 は 、 特 に 第 ３ 及 び ４ の 発 明 の フ ィ ル タ 濾 材 に 付 着 し た 塵 埃 を 除 塵 す る 除 塵 手
段 を 備 え た 電 気 掃 除 機 と す る こ と に よ り 、 よ り 除 塵 性 能 に す ぐ れ た 電 気 掃 除 機 が 実 現 で き
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 第 六 の 発 明 は 、 特 に 第 ５ 発 明 の 除 塵 手 段 を フ ィ ル タ ユ ニ ッ ト の 下 流 側 を 叩 い て 除 塵 す る
構 成 と し た 電 気 掃 除 機 と す る こ と に よ り 、 よ り 除 塵 性 能 を 良 く し 、 フ ィ ル タ の 耐 久 性 を 良
く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 第 七 の 発 明 は 、 特 に 第 ５ 発 明 の 除 塵 手 段 を フ ィ ル タ ユ ニ ッ ト を 空 気 の 主 流 方 向 に 振 動 さ
せ る 構 成 と し た 電 気 掃 除 機 と す る こ と に よ り 、 よ り 除 塵 性 能 の 改 善 が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 な お 、 本 実 施 の 形 態
に よ っ て 本 発 明 が 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 （ 実 施 の 形 態 １ ）
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　 図 １ は 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 電 気 掃 除 機 の 全 体 図 を 示 す も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ に お い て 、 電 動 送 風 機 １ ２ を 内 蔵 し た 掃 除 機 本 体 １ １ の 吸 引 口 １ ５ と 電 動 送 風 機 １
２ の 吸 気 口 １ ２ ａ の 間 に は 集 塵 室 １ ４ が 設 け ら れ て い る 。 吸 引 口 １ ５ に は ホ ー ス （ 図 示 せ
ず ） 、 延 長 管 （ 図 示 せ ず ） が 接 続 さ れ 、 延 長 管 の 先 端 に 床 面 １ ３ の 塵 埃 を 吸 引 清 掃 す る 吸
口 （ 図 示 せ ず ） が 接 続 さ れ て い る 。 集 塵 室 １ ４ の 下 流 側 に は 粗 い 塵 埃 を 分 離 す る た め の メ
ッ シ ュ フ ィ ル タ １ ９ 、 更 に 下 流 に は 細 か い 塵 埃 を 分 離 す る プ リ ー ツ 状 の フ ィ ル タ ユ ニ ッ ト
２ ０ が 設 け ら れ て い る 。 電 動 送 風 機 １ ２ は 防 娠 ゴ ム ２ ３ で 掃 除 機 本 体 １ １ に 支 持 さ れ る 。
吸 引 さ れ た 空 気 は 矢 印 Ａ で 示 す よ う に 電 動 送 風 機 １ ２ の 排 気 口 １ ２ ｂ を 通 過 し 、 掃 除 機 本
体 １ １ の 排 気 口 １ １ ａ か ら 排 出 さ れ る 。 掃 除 機 本 体 １ １ の 後 方 に は コ ー ド リ ー ル ２ ７ が 収
納 さ れ て い る 。 集 塵 室 １ ４ は 図 ２ に 示 す よ う に 、 本 体 １ １ か ら 着 脱 自 在 で あ り 、 フ ィ ル タ
ユ ニ ッ ト ２ ０ も 着 脱 自 在 に 構 成 さ れ て い る 。 底 部 に は 開 閉 蓋 １ ４ ａ を 有 し 、 把 手 １ ４ ｂ 近
辺 に 設 け ら れ た 開 閉 ボ タ ン を 押 す こ と に よ り 、 開 閉 蓋 １ ４ ａ が 開 き 集 塵 室 １ ４ 内 部 の 塵 埃
を 取 り 出 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ３ は フ ィ ル タ ユ ニ ッ ト ２ ０ を 示 す 。 図 ３ （ ａ ） は 上 流 側 か ら 見 た 図 、 図 ３ （ ｂ ） は 底
面 、 図 ３ （ ｃ ） は 下 流 側 か ら 見 た 図 、 図 ３ （ ｄ ） は 側 面 図 を 示 す 。 外 枠 ２ ０ ａ に 山 谷 を 有
し た プ リ ー ツ 状 に 折 っ た フ ィ ル タ 濾 材 ２ １ を 接 着 す る こ と に よ り 構 成 さ れ て い る 。 空 気 の
流 れ を 矢 印 Ｂ で 示 す 。 図 ３ （ ａ ） で 谷 部 ２ １ ａ を 細 線 で 示 し 、 図 ３ （ ｃ ） で は 山 部 ２ １ ｂ
を 細 線 で 示 す 。 下 流 側 に は フ ィ ル タ 濾 材 ２ １ を 補 強 す る た め の 背 板 ２ ０ ｂ が 設 け ら れ て い
る 。 フ ィ ル タ 濾 材 ２ １ は 図 ４ で 示 す よ う に 、 最 上 流 側 に 位 置 す る 多 孔 質 な Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ 膜 ２ １
ｃ の 下 流 側 に 不 織 布 ２ １ ｄ を 貼 り 付 け る こ と に よ り 構 成 さ れ て い る 。 Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ は ポ リ テ ト
ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン の 略 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 外 枠 ２ ０ ａ の 外 枠 上 下 端 部 ２ ０ ｃ は 山 形 形 状 を 有 し 上 流 側 が 開 口 部 ２ ０ ｄ と な り 、 フ ィ
ル タ ユ ニ ッ ト ２ ０ に 捕 集 さ れ た 塵 埃 が 外 部 に 落 下 し や す い 構 造 を 有 し て い る 。 図 ５ に フ ィ
ル タ ユ ニ ッ ト ２ １ を 底 部 か ら 見 た 図 、 図 ６ に 上 流 側 か ら み た 斜 視 図 、 図 ７ に 下 流 側 か ら 見
た 斜 視 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 動 作 に つ い て 述 べ る 。 電 動 送 風 機 １ ２ に 通 電 し 電 気 掃 除 機 １ １ を 駆 動 す る と 吸 口 か ら 塵
埃 が 吸 引 さ れ メ ッ シ ュ フ ィ ル タ １ ９ で 粗 塵 埃 が 分 離 さ れ 、 フ ィ ル タ ユ ニ ッ ト ２ ０ で 細 塵 が
分 離 さ れ 、 分 離 さ れ た 塵 埃 は 集 塵 室 １ ４ に 蓄 積 さ れ る 。 集 塵 室 １ ４ に 塵 埃 が 満 た さ れ た 場
合 、 あ る い は メ ッ シ ュ フ ィ ル タ １ ９ 、 フ ィ ル タ ユ ニ ッ ト ２ ０ に 塵 埃 が 蓄 積 さ れ 圧 損 が 大 き
く な り 充 分 な 吸 引 力 が 生 じ な く な っ た 時 は 、 集 塵 室 １ ４ を 掃 除 機 本 体 １ １ か ら 外 し 、 開 閉
蓋 １ ４ ａ を 開 き 塵 埃 を 取 り 出 す 。 こ の と き に フ ィ ル タ ユ ニ ッ ト ２ ０ 、 メ ッ シ ュ フ ィ ル タ １
９ を 外 し 、 メ ッ シ ュ フ ィ ル タ １ ９ に 付 着 し た 塵 埃 は ブ ラ シ な ど で 除 去 し 、 フ ィ ル タ ユ ニ ッ
ト ２ ０ は 外 枠 ２ ０ ａ を 軽 く 叩 く な ど し て 衝 撃 を 加 え て 表 面 の 塵 埃 を 除 去 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 フ ィ ル タ ユ ニ ッ ト ２ ０ の 性 能 と し て は よ り 小 さ な 塵 埃 が 捕 捉 で き る か を 示 す 捕 集 効 率 の
他 に 、 圧 損 、 捕 集 さ れ た 塵 埃 の 量 に 対 す る 圧 損 の 増 加 率 、 塵 埃 が 捕 集 さ れ 圧 損 が 増 加 し た
状 態 か ら 振 動 、 衝 撃 を 加 え 除 塵 す る こ と に よ る 圧 損 の 回 復 率 、 あ る い は 除 塵 さ れ る 塵 埃 と
残 存 す る 塵 埃 の 比 率 か ら 評 価 さ れ る 除 塵 性 能 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 プ リ ー ツ に 折 っ た フ ィ ル タ ユ ニ ッ ト ２ ０ の フ ィ ル タ 総 面 積 Ｓ は 、 図 ５ で 示 す プ リ ー ツ の
開 き 角 度 θ と 、 図 ３ で 示 す 外 枠 ２ ０ ａ の た て 寸 法 ｂ と 横 寸 法 ａ の 積 で 示 さ れ る 外 枠 ２ ０ ａ
の 外 枠 面 積 Ｓ １ に よ り 下 記 の 式 か ら 求 め ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 Ｓ ＝ Ｓ １ ／ ｓ ｉ ｎ （ θ ／ ２ ）
　 す な わ ち 面 積 Ｓ １ が 一 定 で あ れ ば 、 フ ィ ル タ 総 面 積 Ｓ は 開 き 角 度 θ に よ っ て 決 ま る 。 次
に 開 き 角 度 θ と 上 述 し た 圧 損 、 圧 損 増 加 率 、 除 塵 性 能 の 関 係 を 述 べ る 。 圧 損 は フ ィ ル タ 総
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面 積 Ｓ に 反 比 例 す る た め 開 き 角 度 θ の 増 加 と 共 に 圧 損 は 増 え る 。 捕 集 さ れ た 塵 埃 に よ る 圧
損 の 増 加 率 は フ ィ ル タ 総 面 積 Ｓ が 小 さ い ほ ど 、 す な わ ち 開 き 角 度 θ が 大 き い ほ ど 大 き く な
る 。 次 に 除 塵 性 能 の 場 合 は 、 除 塵 手 段 と 捕 集 さ れ た 塵 埃 の 量 、 種 類 に よ っ て 変 わ る 。 除 塵
手 段 を フ ィ ル タ ユ ニ ッ ト ２ ０ の 外 枠 ２ ０ ａ に 衝 撃 を 与 え 除 塵 す る 方 法 と し 、 繊 維 質 を 主 体
と し た 塵 埃 の 場 合 を 考 え る と フ ィ ル タ 濾 材 ２ １ の 表 面 に 積 層 し た 塵 埃 は 塵 埃 同 士 が 絡 み 合
い 塊 に な り 、 フ ィ ル タ 濾 材 ２ １ の 表 面 に 塊 と し て 付 着 す る 。 塊 状 の 塵 埃 が フ ィ ル タ 濾 材 ２
１ に 付 着 し て い る 付 着 力 は フ ィ ル タ 総 面 積 Ｓ に 比 例 す る 。 こ の よ う な 塊 状 の 塵 埃 を 衝 撃 に
よ り 除 塵 す る 場 合 、 塵 埃 が 離 れ る 力 は 慣 性 力 で あ り 塵 埃 の 質 量 に 比 例 し 、 一 定 の 塵 埃 の 質
量 に 対 し フ ィ ル タ 総 面 積 Ｓ が 大 き く な る と 塵 埃 の 塊 は 離 れ に く く な る 。 す な わ ち フ ィ ル タ
総 面 積 Ｓ が 大 き く な る す な わ ち 開 き 角 度 θ が 小 さ く な る と 除 塵 性 能 は 悪 く な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 細 か い 砂 粒 の よ う に 塵 埃 同 士 が 固 着 し に く い 性 質 の 塵 埃 で は 、 衝 撃 に よ り 除 塵 す る 際 フ
ィ ル タ 濾 材 ２ １ の 表 面 に 積 層 さ れ た 塵 埃 は 衝 撃 に よ り 崩 れ 、 フ ィ ル タ 濾 材 ２ １ 表 面 に 直 接
付 着 し た 塵 埃 が 残 る 。 フ ィ ル タ 濾 材 ２ １ 表 面 に 付 着 し た 塵 埃 の 質 量 は フ ィ ル タ 総 面 積 Ｓ に
比 例 し 、 付 着 力 も フ ィ ル タ 総 面 積 Ｓ に 比 例 す る た め 衝 撃 に よ る 塵 埃 の 除 塵 性 能 は フ ィ ル タ
総 面 積 Ｓ 、 開 き 角 度 θ に 依 存 し な い 。 こ の よ う な 塵 埃 同 士 が 固 着 し に く い 性 質 の 塵 埃 で あ
っ て も 多 量 が 大 き な 吸 引 力 で 吸 着 さ れ た 場 合 は 塊 に な る こ と も あ り 、 こ の よ う な 場 合 は 前
述 し た よ う に フ ィ ル タ 総 面 積 Ｓ が 大 き く な る す な わ ち 開 き 角 度 θ が 小 さ く な る と 除 塵 性 能
は 悪 く な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 日 本 国 内 の 一 般 的 な 家 庭 塵 埃 は 繊 維 質 の 成 分 が 多 い た め 、 塵 埃 は 塊 に な り や す く 除 塵 性
能 は フ ィ ル タ 総 面 積 Ｓ に 比 例 し て 悪 く な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 あ る 一 定 量 の 塊 に な り や す い 繊 維 質 を 主 と し た 標 準 的 な 塵 埃 の 吸 引 と 、 そ の 後 の 衝 撃 に
よ る 除 塵 を 繰 り 返 し 行 っ た 場 合 の 圧 損 の 増 加 の 様 子 を 流 量 の 減 少 と し て 捉 え 評 価 す る と 図
６ で 示 す よ う な 傾 向 を し め す 。 横 軸 は 塵 埃 の 量 と 除 塵 の 回 数 （ 時 機 ） を 示 す 。 縦 軸 は 風 量
を 示 す 。 す な わ ち 一 定 量 の 塵 埃 を 連 続 的 に 吸 引 し て い く と 圧 損 が 増 加 し 流 量 が 次 第 に 小 さ
く な っ て い く 。 一 定 量 の 塵 埃 を 吸 引 し た 後 電 動 送 風 機 を 停 止 し 、 除 塵 を 行 っ た 後 再 び 吸 引
す る と 圧 損 が 低 減 し 流 量 が 回 復 す る 。 図 ８ は 除 塵 を ６ 回 行 っ た 例 で あ る 。 図 ９ に 除 塵 回 数
が も っ と 多 い 場 合 の 流 量 低 下 の 様 子 を 、 開 き 角 度 θ が 大 、 中 、 小 の 場 合 に つ い て 示 す 。 開
き 角 度 が 大 の 場 合 を 破 線 で 、 開 き 角 度 が 小 さ い 場 合 を 点 線 で 、 開 き 角 度 が 中 の 場 合 を 点 線
で 示 す 。 各 々 の ２ 本 の 線 は 除 塵 の 前 後 の 状 態 を 示 す 。 開 き 角 度 θ が 大 き い 場 合 は 塵 埃 を 吸
引 す る と 急 激 に 流 量 が 低 下 す る が 除 塵 性 能 が 良 い た め 除 塵 し た あ と は 流 量 は 殆 ど 初 期 に 戻
る 。 開 き 角 度 θ が 小 さ い 場 合 は 、 一 定 量 の 塵 埃 の 吸 引 に 対 し 風 量 の 低 下 は 鈍 い が 、 除 塵 性
能 が 悪 く 初 期 流 量 に は 戻 り に く い 。 あ る 限 界 の 風 量 例 え ば ０ ． ８ ｍ ３ ／ ｍ ｉ ｎ に 至 る ま で
の 吸 引 可 能 な 塵 埃 量 を 除 塵 回 数 で 評 価 し た 場 合 開 き 角 度 θ が 大 の 場 合 は 除 塵 回 数 ７ ５ 回 、
開 き 角 度 θ が 小 の 場 合 は 除 塵 回 数 ６ ５ 回 、 開 き 角 度 θ が 中 の 場 合 は １ ０ ０ 回 と 比 べ る と 吸
引 可 能 な 塵 埃 量 が ３ ５ ％ か ら ２ ５ ％ 程 度 小 さ く な る 。 開 き 角 度 θ に 対 す る 、 あ る 一 定 風 量
に な る ま で に 吸 引 可 能 な 塵 埃 量 す な わ ち 除 塵 回 数 を グ ラ フ 化 す る と 図 １ ０ の よ う に な り 、
開 き 角 度 θ は １ ５ 度 ～ ３ ０ 度 の 範 囲 が 最 も 吸 引 可 能 な 塵 埃 量 、 す な わ ち 除 塵 回 数 が 多 く 、
開 き 角 度 θ と し て の 最 適 値 で あ る こ と が 判 る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 も ち ろ ん 、 塵 埃 の 種 類 、 除 塵 の 回 数 、 間 隔 、 方 法 な ど に よ り 最 適 な 開 き 角 度 θ の 範 囲 は
変 化 す る が 、 実 際 の 掃 除 機 と し て 種 々 の 塵 埃 、 除 塵 方 法 な ど を 変 え 調 べ た 結 果 、 開 き 角 度
θ が １ ５ 度 ～ ３ ０ 度 の 範 囲 が 流 量 低 下 を 最 小 に 抑 え し か も 吸 引 で き る 集 塵 量 が 最 も 多 く な
る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 除 塵 を 頻 繁 に 行 い 、 開 き 角 度 θ を で き る だ け 大 き く 設 計 す る 考 え 方 も あ る が 、 除 塵 構 成
が 複 雑 に な る 。 又 、 昨 今 の 高 吸 込 み 仕 事 率 を 実 現 し た 電 気 掃 除 機 は で き る だ け 損 失 の 小 さ
い 構 成 と な る よ う に 吸 引 口 １ ５ 、 フ ィ ル タ ユ ニ ッ ト ２ ０ 、 電 動 送 風 機 １ ２ の 吸 気 口 １ ２ ａ
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を ほ ぼ 直 線 的 に 配 置 し 、 直 線 的 に 空 気 流 を 流 し で き る だ け 損 失 を 増 や さ な い よ う に し て い
る 。 ５ ０ ０ Ｗ 以 上 の 吸 込 み 仕 事 率 を 得 る に は 、 電 動 送 風 機 は ６ ０ ０ Ｗ 以 上 の 出 力 が 必 要 で
あ り 、 ５ ０ ０ ０ ０ ｒ ／ ｍ ｉ ｎ 程 度 の 回 転 数 で は １ ２ ０ ｍ ｍ ～ １ ４ ０ ｍ ｍ の フ ァ ン 径 が 必 要
に な る 。 で き る だ け コ ン パ ク ト な 本 体 構 成 で で き る だ け 大 き な 外 枠 面 積 Ｓ １ の フ ィ ル タ ユ
ニ ッ ト ２ ０ を 意 図 し 設 計 し た 場 合 、 フ ィ ル タ の 外 枠 面 積 Ｓ １ の 上 限 値 の 目 安 は フ ァ ン 部 の
投 影 面 積 程 度 と な り １ ０ ０ ～ １ ５ ０ ｃ ｍ ２ 程 度 が 上 限 値 と な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 文 献 （ 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ７ ０ ４ ６ １ 号 公 報 ） で 示 す よ う に 、 Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ 多 孔 質 膜 の 圧 損 は
１ ０ ０ Ｐ ａ 程 度 は 必 要 で あ り 、 外 枠 面 積 Ｓ １ を １ ０ ０ ～ １ ５ ０ ｃ ｍ ２ 程 度 と す る と フ ィ ル
タ 総 面 積 Ｓ は ３ ９ ０ ～ １ １ ６ ０ ｃ ｍ ２ 程 度 の 範 囲 と な り 、 圧 損 １ ０ ０ Ｐ ａ 程 度 の フ ィ ル タ
濾 材 ２ １ を 使 用 す る と １ ０ ～ ３ ０ Ｗ の 損 失 が フ ィ ル タ ユ ニ ッ ト ２ ０ と し て 生 じ る 。 ５ ０ ０
Ｗ の 仕 事 率 に 対 し 上 限 の 損 失 で あ る 。 こ の こ と か ら み て も 開 き 角 度 θ を ３ ０ 度 以 上 に 大 き
く す る こ と は そ の フ ィ ル タ ユ ニ ッ ト ２ ０ の 圧 損 の 点 か ら 難 し く 、 開 き 角 度 θ は １ ５ ～ ３ ０
度 が 最 適 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ２ ）
　 図 １ １ 、 図 １ ２ は 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に お け る 電 気 掃 除 機 の 集 塵 室 １ ４ の 構 成 を 示
す も の で あ る 。 図 １ ２ は 集 塵 室 １ ４ を 下 流 側 か ら み た 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 集 塵 室 １ ４ の 外 壁 １ ４ ｂ に 固 定 さ れ た フ ィ ル タ ユ ニ ッ ト ２ ０ の 下 流 側 面 に 振 動 を 与 え 除
塵 を 行 う 除 塵 手 段 ３ ２ が 設 置 さ れ て い る 。 フ ィ ル タ ユ ニ ッ ト ２ ０ の 下 流 側 面 ２ ０ ｂ に 他 方
か ら バ ネ ３ ３ で 付 勢 さ れ た 格 子 状 の ち り 落 と し 板 ３ ４ が 当 接 し 設 置 さ れ て い る 。 ち り 落 と
し 板 ３ ４ の 中 央 に は ラ ッ ク 歯 車 ３ ５ ａ を 設 け た 軸 ３ ５ が 固 定 さ れ て い る 。 上 記 ラ ッ ク 歯 車
３ ５ ａ と 噛 み 合 っ た 平 歯 車 ３ ６ は 一 部 分 の み に 歯 切 り が さ れ て お り 、 集 塵 室 １ ４ の 外 壁 １
４ ｂ に 支 柱 ３ ８ で 固 定 さ れ た 駆 動 電 動 機 ３ ７ の 回 転 軸 ３ ７ ａ に 固 着 さ れ て い る 。 フ ィ ル タ
ユ ニ ッ ト ２ ０ は そ の 外 枠 上 部 ２ ０ ｅ が 外 枠 下 部 ２ ０ ｃ よ り 上 流 側 に 位 置 す る よ う 前 傾 さ せ
て 設 置 さ れ て い る 。 動 作 と し て は あ る 程 度 の 塵 埃 を 吸 引 し 微 細 塵 が フ ィ ル タ ユ ニ ッ ト ２ ０
の 表 面 に 付 着 蓄 積 し た 状 態 で 、 吸 引 を 停 止 し た 後 図 １ １ （ ａ ） で 示 す よ う に 電 動 機 ３ ７ を
駆 動 す る と ち り 落 と し 板 ３ ４ が 矢 印 Ｃ の 方 向 に 移 動 す る 。 一 定 距 離 移 動 し た と き ラ ッ ク 歯
車 ３ ５ ａ と 平 歯 車 ３ ６ の 噛 み 合 い が 外 れ 、 図 １ １ （ ｂ ） で 示 す よ う に ち り 落 と し 板 ３ ４ は
矢 印 Ｄ の 方 向 に バ ネ の 力 で 瞬 時 に 戻 り フ ィ ル タ ユ ニ ッ ト ２ ０ を 叩 く 。 図 １ ３ に ラ ッ ク 歯 車
３ ５ ａ 付 近 の 拡 大 図 を 示 す 。 図 １ ３ （ ａ ） が ち り 落 と し 板 ３ ４ が フ ィ ル タ ユ ニ ッ ト ２ ０ か
ら 離 れ る 様 子 を 、 図 １ ３ （ ｂ ） が 歯 車 の か み 合 い が 外 れ ち り 落 と し 板 ３ ４ で フ ィ ル タ ユ ニ
ッ ト ２ ０ を た た く 様 子 を 示 す 。 電 動 機 ３ ７ の 回 転 方 向 を 矢 印 Ｆ で 示 す 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の と き フ ィ ル タ ユ ニ ッ ト ２ ０ に 衝 撃 力 が 加 わ り フ ィ ル タ 濾 材 ２ １ に 蓄 積 さ れ た 塵 埃 が
慣 性 力 で フ ィ ル タ 濾 材 ２ １ の 表 面 か ら 外 れ 、 除 塵 さ れ る 。 ち り 落 と し 板 ３ ４ の 動 き は 矢 印
Ｅ で 示 す 吸 引 さ れ る 空 気 の 主 流 の 方 向 と 一 致 し て い る 、 塵 埃 が フ ィ ル タ 濾 材 ２ １ に 付 着 す
る た め の 力 は 空 気 の 主 流 方 向 （ 矢 印 Ｅ ） に 働 い て い る た め こ の 逆 の 方 向 の 力 を 衝 撃 的 に 加
え る こ と の で き る 本 発 明 の 構 成 は 塵 埃 の 離 脱 に 適 し て い る 。 又 フ ィ ル タ ユ ニ ッ ト ２ ０ が 前
傾 し て 設 置 し て あ る た め 塵 埃 は 下 方 向 に 落 下 し や す く 、 再 度 吸 引 し た 場 合 の 再 付 着 も 起 こ
し に く い 。 又 、 フ ィ ル タ 濾 材 ２ １ の 下 流 側 を た た く た め フ ィ ル タ 濾 材 の 耐 久 性 に も 問 題 は
無 い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 電 動 機 ３ ７ を 連 続 的 に 回 転 さ せ る こ と に よ り 上 記 の 動 作 が 連 続 的 に 行 わ れ 、 フ ィ ル タ ユ
ニ ッ ト ２ ０ を 複 数 回 叩 く こ と に よ り 除 塵 が 効 率 よ く で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 １ ４ 、 図 １ ５ は フ ィ ル タ ユ ニ ッ ト ２ ０ が 掃 除 機 本 体 １ １ に 空 気 の 主 流 方 向 （ 矢 印 Ｅ ）
に 移 動 可 能 に 取 り 付 け ら れ た 例 で あ り 、 図 １ ５ は 集 塵 室 １ ４ の 下 流 側 か ら 見 た 図 を 示 す 。
集 塵 室 １ ４ に 固 定 さ れ た の フ ィ ル タ ユ ニ ッ ト 取 り 付 け 枠 ４ ０ の 溝 部 ４ ０ ａ に フ ィ ル タ ユ ニ
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ッ ト ２ ０ を 空 気 の 主 流 方 向 に 摺 動 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 フ ィ ル タ ユ ニ ッ ト ２ ０ の 外
枠 ２ ０ ａ は 、 一 端 が 溝 部 ４ ０ ａ の 下 流 側 側 壁 ４ ０ ｂ に 固 定 さ れ た バ ネ ４ １ で 付 勢 さ れ 、 溝
部 ４ ０ ａ の 上 流 側 側 壁 ４ ０ ｃ に 当 接 さ れ 設 置 さ れ て い る 。 フ ィ ル タ ユ ニ ッ ト ２ ０ の 外 枠 ２
０ ａ に 固 着 さ れ た 中 央 リ ブ ４ ２ に は ラ ッ ク 歯 車 ４ ５ ａ を 設 け た 軸 ４ ５ が 固 定 さ れ て い る 。
上 記 ラ ッ ク 歯 車 ４ ５ ａ と 噛 み 合 っ た 平 歯 車 ４ ６ は 一 部 分 の み に 歯 切 り が さ れ て お り 、 駆 動
電 動 機 ３ ７ の 回 転 軸 ３ ７ ａ に 固 着 さ れ て い る 。 動 作 と し て は 上 述 し た 例 と 同 様 で 、 あ る 程
度 の 塵 埃 を 吸 引 し 微 細 塵 が フ ィ ル タ ユ ニ ッ ト ２ ０ の 表 面 に 付 着 蓄 積 し た 状 態 で 、 吸 引 を 停
止 し た 後 駆 動 電 動 機 ３ ７ を 駆 動 す る と フ ィ ル タ ユ ニ ッ ト が 矢 印 Ｃ の 方 向 に 移 動 し 外 枠 ２ ０
ａ は 溝 部 ４ ０ ａ の 上 流 側 側 壁 か ら 離 れ る 。 一 定 距 離 移 動 し た と き ラ ッ ク 歯 車 ３ ５ ａ と 平 歯
車 ３ ６ の 噛 み 合 い が 外 れ 、 フ ィ ル タ ユ ニ ッ ト ２ ０ は 矢 印 Ｄ の 方 向 に バ ネ の 力 で 瞬 時 に 戻 り
、 溝 部 ４ ０ ａ の 上 流 側 側 壁 ４ ０ ｃ に 外 枠 ２ ０ ａ が 打 ち つ け ら れ 衝 撃 で 塵 埃 が フ ィ ル タ 濾 材
２ １ か ら 離 れ 除 塵 さ れ る 。 こ の 除 塵 手 段 ３ ２ で あ れ ば フ ィ ル タ 濾 材 ２ １ を 痛 め る こ と が 無
く 大 き な 衝 撃 力 を 加 え る こ と が で き 除 塵 性 能 が さ ら に よ く な る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 １ ６ 、 １ ７ は フ ィ ル タ ユ ニ ッ ト ２ ０ が 上 下 摺 動 可 能 な よ う に 集 塵 室 １ ４ に 固 定 さ れ た
フ ィ ル タ ユ ニ ッ ト 取 り 付 け 枠 ５ ０ に 取 り 付 け ら れ た 例 で あ る 。 フ ィ ル タ ユ ニ ッ ト ２ ０ の 外
枠 ２ ０ ａ の 上 側 面 と 取 り 付 け 枠 ５ ０ 上 側 側 壁 ５ ０ ａ の 間 に 設 置 さ れ た バ ネ ５ １ で 付 勢 さ れ
下 側 面 に 当 接 し て い る 。 フ ィ ル タ ユ ニ ッ ト ２ ０ の 中 央 リ ブ ５ ２ に は ラ ッ ク 歯 車 ５ ２ ａ が 設
け ら れ 、 電 動 機 ３ ７ の 回 転 軸 ３ ７ ａ に 固 定 さ れ た 平 歯 車 ５ ３ に 噛 み 合 っ て い る 。 平 歯 車 ５
３ は 一 部 に の み 歯 切 り が さ れ て い る 。 動 作 と し て は フ ィ ル タ ユ ニ ッ ト ２ ０ の 動 き が 上 下 方
向 に な っ た 以 外 は 上 述 し た 例 と 同 様 で あ り 、 電 動 機 ３ ７ を 駆 動 す る と フ ィ ル タ ユ ニ ッ ト ２
０ は 矢 印 Ｇ で 示 す よ う に 上 方 向 に 移 動 し 外 枠 ２ ０ ａ は 取 り 付 け 枠 ５ ０ の 下 側 側 壁 ５ ０ ｂ か
ら 離 れ る 。 一 定 距 離 は な れ た 後 歯 車 の 噛 み 合 い が 外 れ る と 、 バ ネ ５ １ の 力 で フ ィ ル タ 枠 ２
０ ａ は 矢 印 Ｈ の よ う に 下 方 に 瞬 時 に 移 動 し 、 取 り 付 け 枠 ５ ０ の 下 側 側 壁 ５ ０ ｂ に た た き つ
け ら れ そ の 衝 撃 で フ ィ ル タ 濾 材 ２ １ 表 面 に 付 着 し た 塵 埃 が 離 れ 除 塵 が 行 わ れ る 。 こ の 除 塵
手 段 ３ ２ で は フ ィ ル タ 濾 材 ２ １ に 上 下 方 向 の 衝 撃 力 を 与 え る こ と が で き 、 塵 埃 を 下 方 向 に
落 と す こ と が 容 易 に な り 、 集 塵 室 １ ４ の 下 方 向 の フ ィ ル タ ユ ニ ッ ト ２ ０ か ら 離 れ た 場 所 に
塵 埃 を 落 と す こ と が で き 吸 引 力 に よ り 塵 埃 が フ ィ ル タ ユ ニ ッ ト ２ ０ に 再 付 着 す る こ と が 防
止 で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 以 上 の よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 フ ィ ル タ ユ ニ ッ ト の 塵 埃 を 剥 離 し や す く し 、 除 塵 手 段 に
よ る 塵 埃 の 除 塵 性 能 を 大 幅 に 高 め る こ と で メ ン テ ナ ン ス を 軽 減 で き 、 か つ 強 力 な 吸 い 込 み
力 を 持 続 で き る た め 、 長 時 間 に わ た っ て 電 気 掃 除 機 の 吸 い 込 み 性 能 を 維 持 す る の に 特 に 有
用 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る フ ィ ル タ ユ ニ ッ ト を 用 い た 電 気 掃 除 機 の 一 部 断 面
図
【 図 ２ 】 同 、 集 塵 室 の 分 解 断 面 図
【 図 ３ 】 （ ａ ） 同 フ ィ ル タ ユ ニ ッ ト の 正 面 図 （ ｂ ） 同 、 底 面 図 （ ｃ ） 同 、 背 面 図 （ ｄ ） 同
、 側 面 図
【 図 ４ 】 同 、 フ ィ ル タ 濾 材 の 断 面 図
【 図 ５ 】 同 、 フ ィ ル タ ユ ニ ッ ト の 底 面 図
【 図 ６ 】 同 、 フ ィ ル タ ユ ニ ッ ト の 上 流 側 か ら み た 斜 視 図
【 図 ７ 】 同 、 下 流 側 か ら み た 斜 視 図
【 図 ８ 】 同 、 除 塵 回 数 と 流 量 の 関 係 を 示 す 図
【 図 ９ 】 同 、 よ り 除 塵 回 数 が 多 い 場 合 の 除 塵 回 数 と 流 量 の 関 係 を 示 す 図
【 図 １ ０ 】 同 、 除 塵 回 数 と 開 き 角 度 の 関 係 を 示 す 図
【 図 １ １ 】 （ ａ ） 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る 電 気 掃 除 機 集 塵 室 付 近 の 断 面 図 （ ｂ ） 同
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、 除 塵 を し た 状 態 を 示 す 断 面 図
【 図 １ ２ 】 同 、 集 塵 室 を 下 流 側 か ら み た 図
【 図 １ ３ 】 （ ａ ） 同 、 電 動 機 で ち り 落 と し 板 を 移 動 さ せ る 状 態 を 示 す 歯 車 部 分 の 拡 大 図 （
ｂ ） 同 、 歯 車 の 噛 み 合 い が は な れ た 状 態 の 歯 車 部 分 の 拡 大 図
【 図 １ ４ 】 （ ａ ） 同 、 他 の 構 成 の 電 気 掃 除 機 集 塵 室 付 近 の 断 面 図 （ ｂ ） 同 、 除 塵 を し た 状
態 を 示 す 断 面 図
【 図 １ ５ 】 同 、 集 塵 室 を 下 流 側 か ら み た 図
【 図 １ ６ 】 （ ａ ） 同 、 他 の 構 成 の 電 気 掃 除 機 集 塵 室 付 近 の 断 面 図 （ ｂ ） 同 、 除 塵 を し た 状
態 を 示 す 断 面 図
【 図 １ ７ 】 同 、 集 塵 室 を 下 流 側 か ら み た 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 １ ２ 　 電 動 送 風 機
　 ２ ０ 　 フ ィ ル タ ユ ニ ッ ト
　 ２ ０ ａ 　 外 枠
　 ２ ０ ｃ 　 外 枠 の 下 部
　 ２ ０ ｅ 　 外 枠 の 上 部
　 ２ １ 　 フ ィ ル タ 濾 材
　 ２ １ ｃ 　 多 孔 室 Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ 膜
　 ２ １ ｄ 　 不 織 布
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】
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【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】 【 図 １ ７ 】
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